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期の授業では、ライフログを観察法やフィールドワークの
スキルを高める手法として活用を進めており、現在、その
評価を進めているが概ね評価できる内容となった。
　Wikipediaは誰もが編集に参加できる世界最大の百科
事典である。本研究では、大学教育の授業実践において、日
本語版Wikipediaの編集を目指す活動を取り入れた授業
をデザインした。授業ではWikipediaの編集方針でもある
「中立的」「検証可能」な項目の検討を含め、研究活動で必
要なスキルの育成を目指した。2011年度後期の授業データ
を分析し、量的・質的分析の結果、学生の約半数が実際に
Wikipediaに投稿したこと、文献による根拠づけなど研究
活動でも必要なスキルの習得につながったこと、投稿にあ
たって授業内BBSでのメンターや教員からのコメントや、
学生間のやりとりが有用だったことなどを示した。一方、既
存記事の削除を伴う編集の少なさなど課題も明らかになっ
た。2012年度後期には、これらの知見に基づき改善したプ
ログラムをデザインし、現在、内容の検証を行っている。
　そして、Growing Campusにおける利用者個人の学習
行動を支援するため、これまで提案している利用者とシス
テムのインタラクションに基づく逐次適応モデルと、新た
に開発した挙動解析に基づく最適化プロセス推薦モデルを
統合し、それに基づく目的駆動型学習プロセスナビゲー
ションシステムを構築している。
　それによって、利用者の個性を重視しながら利用者間の
共通性をも考慮し、利用者の興味とニーズや情報アクセス
の変化などを適時に検知するとともに、利用者の情報アク
セス挙動をパターン化し、挙動パターンの類似度によって
過去の成功した学習プロセスを抽出することにより、目標
学習者にとって最適化された学習プロセスを推薦すること
が可能となり、適応型個人化学習サービスとして提供する
ことができる。
　利用者間の関係やソーシャル的な要素を考慮した
LONET（Learning Object Network）を新たに提案し、
ラーニングオブジェクト間の明示的な関係のみならず、潜
在的で暗黙的な関係をもグラフ化することが可能となる。
また、ソーシャルネットワーク分析手法に基づいて、ラー
ニングオブジェクト間の継承、参照、ピアといった相互依
存性を定量化するとともに、利用者からのフィードバック
を含む参照情報については時系列を中心とした重みやラン
キング付といったメカニズムを導入することにより、
LONETにおける使用経験をマイニングすることが可能と
なり、定量的な算定によって過去の使用経験に基づく適応
経路を生成し、講義コンテンツを生成するための暫定的な
テンプレートを作成し、使用することによって改善してい
く。それによって、ラーニングオブジェクトの再利用を促
進し、学習コンテンツと学習環境の進化にもつながると期
待される。
【まとめと今後の課題】
　上述したように、本研究によって、利用者個人個人の嗜
好や個性に寄り添うばかりでなく、利用者間の情報共有も
促進させる分散協調型知識情報共有システムを基盤とした
学習環境の構築が可能となった。
　今後の課題としては、本研究で独立した機能として実装
したサービスを統合的なプラットホームとして再構築し、
システムとしての完成度を高めることである。
